
ルタ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
従
っ
て
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
召
命
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
召

　　　　　　　　　　序
論

的
考
察
　
　
輪
雛
鉾
鰐
ビ
幕
謝
誘
鍔
嘱
と
服
従
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早

乙
女
禮
子
　
　
換
言
す
れ
ば
、
ル
タ
ー
は
．
．
く
。
。
簿
臨
。
、
、
概
念
を
彼
の
二
統
治
論
（
霊
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統治
と
こ
の
世
的
統
治
）
律
法
観
（
律
法
と
福
音
）
か
ら
把
握
し
、
一
般

　
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
は
、
M
・
ウ
ェ
バ
ー
が
『
プ
　
　
　
の
キ
リ
ス
ト
者
に
も
妥
当
す
る
召
命
の
再
解
釈
、
方
向
づ
け
を
行
な
っ
た

ロ

テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
（
U
凶
o
箕
o
富
ω
8
￥
　
　
　
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

駐
o
げ
o
国
臣
岸
二
昌
山
傷
①
H
O
o
団
鴇
偶
窃
囚
巷
搾
巴
凶
ω
日
島
）
の
中
で
「
ル
　
　
　
　
こ
こ
で
は
序
論
と
し
て
ル
タ
ー
の
、
．
く
0
8
寓
o
、
、
概
念
と
密
接
に
関
連
し

タ
ー
の
職
業
観
」
（
い
口
臣
Φ
冨
ゆ
霞
口
h
ω
犀
o
ロ
N
o
唱
凱
o
ロ
）
を
取
扱
っ
て
以
来
　
　
　
て
い
る
と
思
わ
れ
る
聖
書
（
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
）
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、

大き
な
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
に
そ
の
端
緒
を

　さ
て
、
そ
の
．
．
く
o
雷
け
陣
o
．
、
概
念
の
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
と
そ
の
働
き
は
　
　
　
求
め
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
さ
に
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
、
保
持
さ
れ
、
さ
ら
に
カ
ル
ヴ

ァ

ソ

によ
っ
て
か
な
り
明
確
に
定
義
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
　
　
　
一
、
聖
書
の
場
合

て古
代
や
中
世
に
お
い
て
は
、
．
、
く
。
8
ま
、
、
概
念
は
聖
職
者
の
み
に
妥
当
　
　
　
　
ま
ず
ル
タ
ー
の
活
動
し
た
時
代
的
状
況
は
中
世
末
期
、
形
式
的
に
は
カ

し
、
一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
に
は
そ
れ
ほ
ど
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
い
な
か
　
　
　
ト
リ
シ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
的
状
況
の
も
と
で
、
ル
タ

っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
が
聖
書
研
究
を
中
心
と
し
て
オ
ッ
カ
ム
主
義
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

　と
り
わ
け
中
世
教
会
に
お
い
て
は
、
聖
職
者
の
召
命
な
ら
び
に
修
道
院
　
　
　
影
響
を
受
け
、
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
思
想
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実

制
度
の
発
達
に
伴
い
、
．
、
＜
。
雷
ま
、
、
に
聖
俗
の
区
別
が
生
じ
、
聖
職
者
の
　
　
は
、
彼
の
．
．
く
8
舞
δ
、
、
概
念
を
考
え
る
場
合
決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
は
で

み
に召
命
の
概
念
が
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
聖
職
者
の
み
を
聖
と
し
世
　
　
　
き
な
い
だ
ろ
う
。

俗的
職
業
に
携
わ
る
者
を
俗
と
す
る
、
職
業
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ア
（
位
階
制
、
　
　
さ
て
、
。
く
0
8
け
凶
o
、
、
（
託
凶
ミ
6
）
と
は
、
原
義
は
呼
ぶ
こ
と
、
従
っ
て
神
の

教階
制
度
）
に
ル
タ
ー
は
反
駁
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
は
召
命
概
念
　
　
　
召
命
、
罪
あ
る
人
間
が
神
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
救
い
を
与
え
ら
れ
る
こ

を

世
俗的
職
業
に
も
適
用
し
、
聖
俗
の
区
別
は
廃
棄
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
　
　
　
と
を
意
味
し
、
選
び
と
同
意
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



九
八

　
　e
、
旧
約
聖
書
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
る
地
位
、
い
か
な
る
職
業
に
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
旧
約

　と
こ
ろ
で
、
旧
約
聖
書
で
は
召
命
の
典
拠
は
申
命
記
7
章
7
節
、
イ
ザ
　
　
　
聖
書
に
お
い
て
は
神
の
選
び
神
の
召
命
に
つ
い
て
は
二
つ
の
側
面
が
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ヤ書
四
一
章
9
節
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
一
章
5
節
等
に
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
　
　
　
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

モ
ー
セ
を
仲
介
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
の
選
び
（
と
そ
れ
に
対
す
る
　
　
　
　
以
上
の
記
述
か
ら
理
解
し
う
る
よ
う
に
、
神
の
選
び
、
神
の
召
命
に
つ

イ
ス
ラ
エ
ル
の
責
任
）
、
預
言
者
イ
ザ
ヤ
、
預
言
者
エ
レ
、
、
、
ヤ
が
そ
の
例
　
　
　
い
て
祭
司
的
側
面
、
す
な
わ
ち
地
位
的
、
序
列
的
（
段
階
的
）
側
面
は
相

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
的
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
受
容
さ
れ
、
預
言
者
的
側
面
、
す
な
わ

旧
約
聖
書
で
は
神
の
零
ま
た
は
職
業
を
あ
ら
わ
す
．
、
と
ば
の
語
握
　
ち
個
人
的
、
召
命
的
、
行
為
的
（
当
為
的
）
、
作
用
的
（
働
き
）
側
面
は

饗
ず
（
器
民
。
p
°
。
。
ぼ
。
”
9
）
（
送
る
、
遣
わ
す
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
仕
事
、
　
　
　
相
対
的
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
（
例
え
ば
ル
タ
ー
の
場
合
）
に
お
い

課業
、
使
命
、
神
の
命
令
の
成
就
の
意
も
も
つ
。
従
っ
て
神
か
ら
遣
わ
さ
　
　
て
受
容
さ
れ
た
と
い
え
る
。

れる
、
召
さ
れ
る
、
選
ば
れ
る
、
の
意
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
行
為
（
当
　
　
　
　
と
り
わ
け
旧
約
の
解
釈
に
お
け
る
相
異
が
ル
タ
ー
を
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か

為
）
、
作
用
（
働
き
）
を
示
す
側
面
と
、
そ
の
地
位
（
身
分
）
、
存
在
（
状
　
　
　
ら
離
反
せ
し
め
、
彼
独
自
の
信
仰
義
認
論
を
生
み
だ
す
端
緒
と
な
っ
た
。

態
）
を
示
す
側
面
と
が
あ
る
。
一
方
は
召
命
的
、
預
言
者
の
場
合
、
他
方
　
　
　
　
　
⇔
、
新
約
聖
書
の
場
合

は

地
位的
、
祭
司
の
場
合
で
あ
る
。
祭
司
、
預
言
者
は
共
に
神
に
選
ば
れ
、
　
　
　
新
約
聖
書
に
お
け
る
神
の
選
び
、
神
の
召
命
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
、
ユ

召
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
、
神
の
イ
ス
ラ
エ
ル
、
す
な
わ
ち
教
会
（
ガ
ラ
テ
ヤ
六
・

　
聖
職
者と
一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
と
は
区
別
さ
れ
、
こ
れ
を
聖
別
と
い
う
。
　
　
1
6
）
、
つ
ま
り
神
の
選
民
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
異
邦
人
も
信
仰
に
よ
っ
て
選

こ
の
思
想
は
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
に
お
い
て
は
厳
し
か
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
　
　
　
ば
れ
る
。
し
か
も
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
選
び
、
召
し
給
う
。
キ

場所
に
つ
い
て
は
、
俗
界
、
聖
地
、
聖
都
、
聖
殿
、
聖
所
、
至
聖
所
と
い
　
　
　
リ
ス
ト
も
神
に
救
い
主
と
し
て
選
ば
れ
、
罪
あ
る
人
間
す
ら
も
使
徒
（
例

う
よ
う
に
、
人
に
つ
い
て
は
民
、
選
艮
、
レ
ビ
人
、
ア
戸
ソ
系
祭
司
、
大
　
　
　
え
ば
パ
ウ
ロ
）
と
し
て
選
び
、
救
い
給
う
（
ロ
マ
一
・
1
、
同
入
・
2
8
）
。

祭
司と
い
う
よ
う
に
序
列
的
に
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
祭
　
　
　
　
新
約
聖
書
で
は
神
の
選
び
、
神
の
召
命
は
地
位
の
上
下
、
身
分
の
貴
践

司
職
は
世
俗
的
職
業
と
は
区
別
さ
れ
、
最
高
の
聖
職
と
さ
れ
、
一
定
の
地
　
　
　
に
関
わ
ら
ず
、
た
だ
偏
え
に
神
へ
の
信
仰
と
服
従
で
あ
る
。
と
い
う
の
は

位
、
身
分
を
も
つ
階
級
に
限
ら
れ
、
特
権
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
　
　
　
イ
エ
ス
の
福
音
は
極
め
て
内
的
な
、
霊
的
な
も
の
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た

て

預
言者
は
直
接
に
神
か
ら
選
ば
れ
、
召
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
従
っ
て
い
　
　
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
世
俗
的
職
業
は
決
し
て
神
の
救
い
を
妨
げ
る
も



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の

でな
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
配
は
イ
エ
ス
の
働
き
と
宣
教
に
お
い
て
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
ル
カ

　し
か
し
そ
れ
と
は
逆
の
事
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
イ
ェ
ス
は
十
二
使
　
　
一
〇
・
1
8
、
同
二
・
2
0
、
マ
ル
コ
ニ
・
1
8
以
下
）
。
イ
エ
ス
の
神
の
選
び
、

徒
を
特
に
選
び
、
網
（
漁
師
）
を
捨
て
さ
せ
た
。
た
だ
し
マ
タ
イ
は
収
税
　
　
　
神
の
召
命
、
終
末
思
想
は
弟
子
た
ち
各
自
の
生
き
方
へ
の
示
唆
に
あ
っ
た

史
、
ル
カ
は
医
者
、
そ
の
他
の
弟
子
達
は
他
の
職
業
を
も
っ
て
い
た
だ
う
　
　
　
と
思
わ
れ
る
。

う
。
イ
エ
ス
御
自
身
も
大
工
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の
十
二
使
徒
に
関
し
て
　
　
　
　
パ
ウ
ロ
は
召
命
（
職
業
）
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
祭司
的
聖
別
の
意
を
想
起
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
の
こ
の
問
い
へ
の
答
え
は
第
一
コ
リ
ソ
ト
書
七
章
2
0
節
に
依
存
し
て

　
ユ
ダ
ヤ教
の
世
界
で
は
世
俗
的
職
業
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
　
　
　
い
る
。
す
な
わ
ち
「
各
自
は
召
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
（
曵
鋤
ミ
“
n
身
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

むし
ろ
ラ
ビ
と
し
て
活
動
し
た
い
者
は
手
工
職
を
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
　
　
　
地
位
、
（
召
命
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。

なら
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
エ
ス
に
従
っ
て
後
の
弟
子
た
ち
の
職
業
活
動
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
「
各
自
は
、
主
か
ら
賜
わ
っ
た
分
に
応
じ
、
ま
た
神
に
召

に

つ
い
て

は

（
福
音
書
に
）
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
ヨ
ハ
ネ
伝
二
　
　
　
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
に
し
た
が
っ
て
歩
む
べ
き
で
あ
る
」
　
（
ー
コ
リ
ソ
ト

一章
が
キ
リ
ス
ト
受
難
の
日
（
国
震
h
器
団
欝
σ
q
）
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
終
末
　
　
　
七
・
1
7
）
、
従
っ
て
奴
隷
も
自
由
人
も
共
に
、
　
主
に
召
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

気分
の
み
を
説
明
し
て
い
る
。
反
対
に
彼
ら
の
活
動
は
天
国
の
宣
教
、
そ
　
　
　
の
奴
隷
な
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
各
自
は
召
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
神
の

の

「召
命
」
（
再
き
ミ
叫
）
の
し
る
し
の
中
に
あ
る
。
宣
教
の
際
の
衣
食
の
取
　
　
　
み
ま
え
に
い
る
べ
き
で
あ
る
L
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
言
葉
か
ら
神
の
召
命
に

得
は
問
題
の
対
象
外
（
マ
タ
イ
一
〇
等
）
で
あ
り
、
間
近
い
終
末
待
望
の
　
　
　
お
け
る
労
働
と
い
う
思
想
を
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

も
と
で
は
職
業
の
熱
心
と
か
職
業
の
エ
ト
ス
は
そ
れ
ほ
ど
考
え
ら
れ
て
い
　
　
　
　
ま
た
パ
ウ
ロ
は
「
働
こ
う
と
し
な
い
者
は
、
食
べ
る
こ
と
も
し
て
は
な

な
い
。
神
の
国
と
神
の
栄
光
へ
の
召
命
（
0
ー
テ
サ
ロ
ニ
ケ
ニ
．
1
2
）
は
あ
　
　
　
ら
な
い
」
（
正
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
1
0
）
を
典
拠
に
し
て
、
労
働
に
よ
っ
て
暮

ら
露
職
嚢
楚
対
し
て
無
関
心
に
さ
せ
た
、
と
F
．
一
フ
ウ
は
指
摘
し
　
し
を
立
て
る
．
』
と
は
葉
的
に
必
要
な
．
」
と
と
し
て
、
労
働
嫌
悪
を
厳
し

て

いる
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
戒
め
て
い
る
（
皿
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
6
）
。
　
パ
ウ
ロ
自
身
は
「
自
ら
の

　旧
約
（
ユ
ダ
ヤ
人
に
与
え
ら
れ
た
救
済
の
準
備
と
し
て
の
約
束
）
と
新
　
　
　
手
で
働
い
て
）
（
エ
ペ
ソ
四
・
2
8
）
生
活
す
べ
き
こ
と
を
積
極
的
に
勧
め

約
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
救
済
の
約
束
）
の
成
就
　
　
　
た
。
彼
自
身
も
「
天
幕
製
造
」
を
世
俗
的
職
業
と
し
た
が
、
使
徒
た
ち
に

と
し
て
神
に
救
い
主
と
し
て
選
ば
れ
、
召
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
自
ら
を
告
知
　
　
　
は
「
福
音
に
よ
っ
て
」
（
ー
コ
リ
ソ
ト
九
・
1
4
）
生
活
す
る
こ
と
が
最
も

者
、
預
言
者
、
大
祭
司
、
終
末
の
し
る
し
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
神
の
　
　
　
望
ま
し
い
。
す
な
わ
ち
使
徒
は
神
殿
奉
仕
に
身
を
捧
げ
、
祭
壇
を
守
る
こ

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
信
者
た
ち
の
寄
進
に
よ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
祭
　
　
　
外
的
、
社
会
的
、
地
位
的
職
分
（
職
業
）
観
を
重
視
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

儀
律法
に
も
規
定
さ
れ
、
赦
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ラ
哲
学
者
ト
マ
ス
の
場
合
、
職
業
の
選
択
は
神
の
選
び
と
自
然
的

　
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
者
た
る
も
の
の
行
為
の
最
高
規
範
は
神
の
　
　
　
原
因
（
人
の
側
の
状
態
、
地
位
、
身
分
を
示
す
）
に
よ
る
。
ト
マ
ス
は
前
者

栄
光
で
あ
っ
た
。
神
の
栄
光
の
た
め
、
人
々
に
負
担
を
か
け
ま
い
、
蹟
か
　
　
　
を
主
因
と
し
、
後
者
を
従
因
と
す
る
。
彼
は
宗
教
的
職
業
と
世
俗
的
職
業

せま
い
と
、
無
報
酬
で
人
々
に
福
音
を
宣
教
す
る
た
め
、
奴
隷
の
如
く
働
　
　
と
を
分
け
る
。
従
っ
て
神
の
選
び
、
神
の
召
命
（
袋
く
O
O
餌
叶
岡
O
と
）
は
聖
職
に
つ

い
た

（ー
コ
リ
ソ
ト
一
〇
・
3
1
、
エ
テ
サ
ロ
ニ
ケ
ニ
・
9
、
ー
コ
リ
ソ
ト
　
　
　
く
こ
と
、
祭
司
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
（
世
俗
的
職
業
は
o
由
。
旨
日
日
信
…
。
・
暫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

九
・
1
9
）
。
従
っ
て
パ
ウ
ロ
に
は
世
俗
的
職
業
、
労
働
を
神
の
選
び
、
神
の
　
　
　
胃
。
ま
隆
o
碧
ω
ざ
8
ω
（
O
も
信
ロ
励
）
な
ど
の
言
葉
を
用
い
、
い
ず
れ
も
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

召
命
の
事
柄
に
属
す
る
と
い
っ
た
方
向
づ
け
、
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
的
手
工
的
、
義
務
的
ま
た
は
地
位
的
意
味
を
表
わ
す
。

　
要す
る
に
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
は
、
召
命
の
典
拠
を
な
す
神
の
選
び
、
　
　
　
ト
マ
ス
の
職
分
（
職
業
）
観
は
、
神
の
選
び
、
神
の
召
命
に
基
く
神
の

神
の
召
命
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
方
で
は
召
命
そ
　
　
　
愛
（
O
餌
コ
け
9
ω
）
と
正
義
（
貯
ω
簿
凶
9
）
の
働
き
に
よ
っ
て
統
一
的
に
、
地
位
的
、

れ自
身
は
内
的
（
霊
的
）
、
個
人
的
、
行
為
的
（
当
為
的
）
、
作
用
的
で
あ
る
　
静
態
的
に
解
釈
さ
転
華
そ
れ
鋳
し
て
ル
タ
ゐ
召
命
（
職
業
）
観
は

が
、
他
方
で
は
外
的
（
肉
体
的
、
身
体
的
）
、
社
会
的
、
存
在
的
（
地
位
、
（
鋤
　
形
式
的
に
は
・
マ
ス
の
よ
う
に
地
位
的
、
静
態
的
で
は
あ
る
が
、
信
仰
に

分
、
状
態
）
と
い
う
よ
う
な
思
想
も
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
　
　
よ
る
神
の
愛
と
服
従
に
よ
っ
て
弁
証
法
的
に
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
内
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊的
に
は
魂
の
内
奥
か
ら
湧
き
上
る
力
、
動
態
的
側
面
を
内
包
す
る
よ
う

　
二
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
考
え
が
み
ら
れ
る
。

　
ル
タ
ー
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
ト
マ
ス
と
ル
タ
ー
の
決
定
的
相
異
は
主
と
し
て
、
自
然
的
原
因
1
1
従
因

そ
れは
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
が
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
、
真
の
意
味
の
回
　
　
　
　
（
人
の
側
の
状
態
、
地
位
、
身
分
）
の
解
釈
に
あ
る
。
ト
マ
ス
に
お
け
る

復
を
希
望
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
従
っ
て
　
　
　
従
因
を
ル
タ
ー
の
場
合
殆
ど
是
認
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
ル
タ
ー
の
召
命

ルタ
ー
の
、
．
く
o
。
讐
μ
o
．
、
概
念
の
根
底
に
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
職
分
（
職
　
　
　
　
（
職
業
）
観
は
、
そ
の
職
業
如
何
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
職
業

業
）
観
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
彼
の
答
え
は
信

　
全体
的
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
職
分
観
、
と
く
に
ス
コ
ラ
的
職
分
観
は
、
　
　
　
仰
の
場
、
神
へ
の
服
従
の
場
、
神
へ
の
応
答
（
責
任
）
の
場
と
考
え
て
い

聖書
に
お
け
る
祭
司
的
方
面
、
す
な
わ
ち
地
位
、
身
分
、
状
態
、
つ
ま
り
　
　
　
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
要
約
す
れば
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
職
分
（
職
業
）
観
の
特
徴
は
職
業
の
　
　
　
法
悦
に
身
を
委
ね
る
よ
り
は
、
貧
し
き
人
（
主
）
に
奉
仕
し
た
方
が
よ
い
」

選択
に
つ
い
て
、
聖
職
、
世
俗
的
職
業
の
如
何
を
問
わ
ず
、
人
の
側
の
地
　
　
　
等
は
彼
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

位
、
身
分
等
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
神
の
召
命
、
神
の
選
び
に
根
拠
づ
け
　
　
　
　
ま
た
タ
ウ
ラ
ー
の
思
想
は
、
よ
り
実
践
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
ッ

ら
れ
て
は
い
る
が
、
全
く
神
の
側
の
絶
対
的
意
志
に
基
く
と
い
う
、
ル
タ
　
　
　
ク
ハ
ル
ト
と
同
様
魂
の
根
底
に
お
け
る
神
の
子
（
言
）
の
誕
生
を
モ
チ
ー

ゐ
愛
と
讐
し
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
≧
と
で
髄
・
　
　
　
・
と
す
る
神
秘
思
想
か
ら
神
の
意
志
と
人
間
の
意
志
と
が
同
形
と
な
り
、

　ま
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
で
は
職
種
が
そ
の
ま
ま
価
値
の
上
下
と
な
り
、
段
　
　
　
合
致
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
し
た
。
人
間
は
本
性
上
神
の
像
（
ぎ
餌
α
q
。

階的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
・
エ
・
ル
キ
ア
の
社
会
秩
序
を
形
成
す
る
結
果
　
山
。
．
）
に
造
ら
れ
て
窮
の
で
神
は
人
間
の
う
ち
に
誕
生
し
、
神
人
の
交
わ

にな
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
が
な
さ
れ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ウ
ラ
ー
は
言
う
。
「
自
分
の
召
命
（
図
誌
）
に
お
い
て
働
か
な
い
精
神

　三
、
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
人
達
（
祭
司
）
よ
り
も
、
彼
ら
（
農
夫
）
の
方
が
、
そ
の
召
命
に
、
よ

カ
ト
リ
シ
ズ
・
の
職
分
（
職
業
）
禦
、
旧
約
の
祭
謁
、
地
位
的
側
　
り
従
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
難
」
と
・

面
を

重視
し
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
者
の
思
想
は
預
言
者
的
　
　
　
　
す
な
わ
ち
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
者
は
、
神
の
選
び
、
神
の
召
命
は
、
外
的
、

側
面
、
内
的
（
霊
的
）
召
命
（
職
業
）
観
を
強
調
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
　
　
制
度
的
職
業
如
何
に
よ
っ
て
決
し
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
世

る
。
こ
の
思
想
と
ル
タ
ー
の
思
想
と
は
相
呼
応
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
俗
的
職
業
の
中
に
あ
る
者
に
も
神
の
選
び
、
神
の
召
命
は
あ
る
こ
と
を
強

　例
え
ば
中
世
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
の
代
表
的
思
想
家
M
．
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
　
　
　
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
雷
H
b
⊃
8
占
。
。
b
。
刈
＼
b
。
。
。
）
や
、
ま
た
彼
の
弟
子
で
あ
り
、
若
き
ル
タ
ー
に
大
　
　
　
　
ル
タ
ー
に
は
信
仰
に
ょ
り
、
キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
に
よ
り
神
の
言
と

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
、
舌
れ
る
J
．
タ
諺
3
1
（
〇
四
H
◎
o
O
O
I
①
μ
）
は
　
合
一
す
る
「
信
仰
神
秘
主
義
・
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
ル
字
は
ド
イ

魂
に
お
け
る
神
と
の
交
わ
り
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
神
秘
主
義
と
共
通
す
る
思
想
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
神
秘
主
義
は
彼
以
前
の
神
秘
思
想
が
神
に
向
か
う
長
　
　
　
　
従
っ
て
ル
タ
ー
は
神
の
選
び
、
神
の
召
命
を
必
ず
し
も
聖
職
に
つ
く
こ

い
上昇
の
道
を
強
調
し
た
の
に
対
し
魂
の
根
底
に
神
の
働
き
を
と
ら
え
神
　
　
　
と
の
み
で
な
く
置
か
れ
た
、
備
え
ら
れ
た
、
地
位
、
場
所
、
職
業
で
あ
れ

性
と
一
つ
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
魂
に
お
け
る
神
の
言
の
誕
生
を
求
め
　
　
　
ば
神
に
受
容
さ
れ
う
る
と
い
う
解
釈
を
な
す
に
い
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
い
う
。
　
「
労
働
は
神
礼
拝
で
あ
る
」
、
「
人
は
　
　
　
よ
っ
て
ル
タ
ー
が
世
俗
的
職
業
を
積
極
的
に
是
認
し
、
活
動
を
勧
め
た
こ

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
ロ
目
α
q
N
ロ
H
ω
o
嵩
唇
o
搾
、
、
の
意
で
あ
る
。

　さ
ら
に
ル
タ
ー
訳
の
聖
書
、
旧
約
外
典
に
は
、
召
命
（
く
O
O
P
葺
O
）
の
箇
所
　
　
　
　
ル
タ
i
自
身
一
五
一
九
年
以
降
の
著
作
に
は
　
．
．
ゆ
巽
焦
巨
α
q
、
、
堕
．
．
ゆ
。
－

に
・
・審
長
・
・
窪
ど
い
う
こ
と
ば
が
充
当
さ
れ
て
い
る
と
強
・
　
蔑
・
と
も
、
切
・
匿
と
い
う
・
と
ば
を
用
い
て
、
例
え
ば
、
．
。
霞
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
、
．
○
匹
o
口
．
、
閣
．
、
ω
冨
ロ
山
”
、
”
を
も
同
じ
よ
う
な
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
と
い

四
、
篁
・
リ
ン
ト
書
圭
聲
節
以
下
の
、
、
ぎ
邑
・
．
、
（
・
費
の
）
と
ぺ
　
う
指
摘
が
舞
・

　
　
ソ
シ
ラ
の
智
慧
一
一
章
2
0
．
2
1
節
の
、
、
窃
馬
騎
3
ミ
、
、
（
け
O
ω
け
①
目
P
①
】
P
け
口
5
P
）
・
　
　
　
　
一
五
二
三
年
の
聖
パ
ウ
ロ
の
第
一
コ
リ
ソ
ト
書
（
第
七
章
）
講
解
で
は

　
　
．
．
唖
ミ
。
℃
、
、
（
O
℃
藍
駒
口
）
．
．
司
臥
ヒ
。
唖
．
”
（
一
。
。
ロ
ω
）
の
訳
語
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ル
タ
ー
の
考
え
が
少
し
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
こ
で
あ
ら
ゆ

　と
こ
ろ
で
、
ル
タ
ー
は
ウ
ル
ガ
タ
（
＜
巳
o
Q
暮
p
）
の
、
，
く
。
。
帥
口
。
、
、
の
箇
　
　
　
る
職
業
の
自
由
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

所
を第
一
コ
リ
ソ
ト
書
七
章
1
7
節
以
下
と
べ
ソ
シ
ラ
の
智
慧
一
一
章
2
0
．
　
　
　
　
と
く
に
人
間
的
制
度
（
修
道
誓
願
、
異
身
分
間
の
婚
姻
禁
止
な
ど
の
制

2
1
節
の
翻
訳
に
お
い
て
、
　
従
来
宗
教
的
意
味
で
の
召
命
（
＜
O
O
㊤
嘗
O
）
は
　
　
　
限
は
廃
止
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
隣
人
に
対
す
る
世
俗
的
義
務

．
．

窪
、
．
ま
た
は
．
．
ゆ
・
葭
§
α
・
、
・
と
訳
さ
れ
て
い
た
の
爵
し
、
三
・
で
は
　
隣
人
愛
と
し
て
厳
命
さ
れ
て
い
る
と
指
警
れ
て
麺

、
．

則
仁
鵠
、
”
ま
た
は
、
．
切
。
．
q
h
、
観
い
う
．
」
と
ば
が
充
当
さ
れ
て
い
る
と
い
う
　
三
」
に
お
い
て
も
そ
の
状
獲
と
ど
ま
る
と
い
う
留
保
付
で
、
ル
字

M
・
ウ
ェ
バ
ー
の
指
摘
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
考
え
は
、
、
切
①
旨
h
、
、
に
し
か
る
べ
き
場
所
と
意
味
を
与
え
た
と
は
い
い
が

　例
え
ば
第
一
コ
リ
ソ
ト
書
七
章
2
0
節
、
ゴ
ロ
ロ
超
巳
呂
ロ
。
ぎ
縄
口
卑
　
　
　
た
い
。
た
だ
し
彼
は
最
高
の
善
な
る
わ
ざ
は
神
へ
の
信
仰
の
み
、
神
へ
の

く
。
。
鎖
臨
。
口
。
く
。
。
餌
叶
ロ
。
。
①
。
。
計
ぎ
。
餌
℃
o
目
ヨ
麟
ロ
①
募
．
、
の
箇
所
は
．
、
国
ぼ
　
　
　
信
頼
と
全
き
服
従
の
み
と
い
う
考
え
か
ら
世
俗
的
職
業
を
も
、
、
切
゜
旨
｛
、
”

㎞㊦
・
q

奮
。
同
鮨
．
げ
。
圃
口
侮
。
島
。
H
犀
淫
鎖
吋
博
昌
印
。
昌
。
吋
げ
。
同
ロ
h
。
昌
凶
の
。
。
．
と
　
と
い
う
・
と
ば
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
聖
職
者
の
召
命
は
．
．
切
・
・

訳さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
ロ
h
暮
α
q
、
、
そ
の
他
の
世
俗
的
職
業
は
．
．
≦
。
時
。
．
ま
た
は
．
．
諺
筈
。
搾
．
、
が
充

（
因
み
に
現
行
ル
。
，
訳
聖
講
）
．
．
臼
。
山
⑦
H
三
。
凶
げ
。
凶
昌
山
Φ
同
切
⑦
H
ロ
，
　
当
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ル
タ
ゐ
場
合
、
．
．
ゆ
塁
巨
・
・
．
．
を
も
．
．
窄

h
§
σ
q
塑
ぎ
伍
震
葭
げ
o
歪
｛
Φ
ロ
毛
q
a
o
．
、
・
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
H
ほ
”
”
と
い
う
こ
と
ば
で
再
解
釈
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ

　
く
o
昆
自
o
は
ロ
ロ
h
°
諺
旨
民
゜
す
な
わ
ち
招
き
、
呼
び
か
け
の
意
。
動
　
　
　
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

詞
は
ぎ
8
す
な
わ
ち
呼
び
寄
せ
る
、
呼
び
出
す
、
招
く
の
意
で
あ
る
。
　
　
　
　
次
に
M
・
ウ
ェ
バ
ー
は
旧
約
外
典
の
「
ベ
ソ
シ
ラ
の
智
慧
」
一
一
章
2
0

　
、
h
き
ミ
o
は
ゆ
o
建
h
§
σ
Q
讐
幻
口
め
N
q
旨
酒
昌
o
葺
窃
8
目
0
5
島
o
ゲ
o
切
o
H
午
　
　
　
・
2
1
節
の
独
訳
に
お
い
て
、
ル
タ
ー
が
、
．
切
霞
口
｛
．
”
・
と
い
う
こ
と
ば
を
使



っ

た
こ
と
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
　
「
…
今
日
の
よ
う
な
全
く
世
　
　
　
　
ル
タ
ー
の
召
命
（
職
業
）
観
に
深
い
関
わ
り
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
、

俗
的
意味
で
使
わ
れ
た
最
初
の
場
合
で
あ
る
と
い
ー
指
摘
募
粥
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
・
ヌ
ス
の
思
楚
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

　当
該
の
ル
タ
ー
の
独
訳
は
．
。
び
①
ゲ
霞
器
ぎ
山
o
ぎ
o
日
切
ミ
，
N
、
、
（
μ
H
”
b
。
O
）
　
　
　
　
彼
は
『
修
道
士
の
労
働
に
つ
い
て
』
　
（
∪
①
o
℃
⑦
鍵
ヨ
9
器
ゴ
o
旨
ヨ
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

．
．

ぴ
一
〇
ま
o
冒
伍
①
貯
⑦
日
切
ミ
ミ
．
、
（
H
H
b
H
）
と
訳
さ
れ
、
旧
約
聖
書
出
版
　
　
　
夢
o
司
o
時
o
h
旨
o
鼻
ω
．
）
と
い
う
論
文
の
中
で
召
命
（
職
業
）
観
と
い
う

の

前年
、
一
五
三
三
年
と
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
彼
独
自
の
労
働
観
と
も
い
う
べ
き
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。

　
邦
訳
で
は
「汝
の
契
約
に
確
く
立
ち
て
、
常
に
こ
れ
を
保
ち
、
汝
の
業
　
　
　
　
こ
の
論
文
は
当
時
創
設
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
の
修
道
院
に
お
い
て
修
道
士

に
確く
立
ち
て
こ
れ
に
心
を
用
い
、
汝
の
業
を
な
し
つ
つ
老
い
ゆ
く
べ
　
　
　
の
肉
体
労
働
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
相
異
と
対
立
が
生
じ
た
時
、
カ

し
」
（
一
一
・
2
0
）
「
罪
人
の
業
に
驚
か
ず
主
に
信
頼
し
て
汝
の
労
苦
を
つ
　
　
　
ル
タ
ゴ
教
会
の
司
教
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
要
請
に
応
じ
て
書
か
れ
た
ア
ウ
グ

づ
け
よ
」
（
＝
・
2
1
）
と
訳
さ
れ
て
臥
絶
・
　
　
　
　
　
ス
テ
・
ヌ
ス
の
回
答
で
も
あ
る
。

　
ル
タ
i
以
前
の
多
く
の
独
訳
聖
書
は
す
べ
て
こ
の
箇
所
は
㎎
ミ
ミ
に
は
　
　
　
　
労
働
貢
定
派
は
「
働
こ
う
と
し
な
い
も
の
は
、
食
べ
る
こ
と
も
し
て
は

・
・

謬
吋
：
§
曳
に
は
・
・
ぎ
舞
が
当
て
ら
れ
て
絶
・
－
さ
ら
に
一
　
な
ら
な
い
・
（
皿
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
．
m
）
を
典
拠
に
し
て
修
道
士
も
当
然

五
五
〇年
以
後
は
各
版
が
切
゜
罎
ゑ
を
用
い
否
定
的
・
肯
定
的
両
様
の
意
　
　
　
自
分
の
衣
食
の
た
め
に
労
働
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
労
働
否
定

味
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
書
に
も
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
派
（
長
髪
派
）
は
「
空
の
鳥
を
見
る
が
よ
い
。
ま
く
こ
と
も
刈
る
こ
と
も

　因み
に
ズ
国
切
肩
ゲ
o
乞
o
≦
国
昌
α
q
房
げ
田
匡
o
H
O
ざ
）
で
は
・
こ
の
箇
　
　
　
せ
ず
、
倉
に
取
り
い
れ
る
こ
と
も
し
な
い
。
そ
れ
だ
の
に
、
あ
な
た
が
た

所
は
・
・
9
『
ミ
・
に
は
≦
°
降
㌦
・
尋
と
㌦
・
に
は
U
°
ぴ
が
当
て
ら
れ
て
帖
認
。
　
　
　
の
天
の
父
は
彼
ら
を
養
っ
て
い
て
下
さ
る
。
…
野
の
花
が
ど
う
し
て
育
っ

と
琢
で
・
当
薔
所
の
意
味
は
・
神
の
契
約
に
基
い
て
楽
し
み
つ
つ
　
て
い
る
か
考
・
そ
見
る
が
よ
い
。
働
き
も
芋
、
紡
ぎ
も
し
な
い
。
」
マ

励み
・
あ
な
た
の
召
命
（
職
業
）
を
生
涯
全
う
し
な
さ
い
と
い
う
意
に
解
　
　
　
タ
イ
六
．
2
6
以
下
）
を
典
拠
に
し
て
、
修
道
士
は
衣
食
の
た
め
に
労
働
せ

芸
だ
ろ
う
か
。
最
新
の
訳
で
は
契
約
は
天
職
（
召
命
）
と
訳
さ
れ
て
い
　
ず
、
神
の
講
に
委
ね
る
．
、
と
、
す
な
わ
ち
信
者
の
寄
進
を
受
け
て
生
活

る
。
契
約
と
い
う
こ
と
で
想
起
さ
せ
る
の
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
カ
ル
　
　
　
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。

ヴ
ァ

ソ

であ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
回
答
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　消
極
的
理
由
と
し
て
、
彼
は
使
徒
パ
ウ
ロ
と
福
音
書
の
教
え
は
矛
盾
し

　五
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
修
道
士
の
労
働
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
な
い
。
す
な
わ
ち
衣
食
の
た
め
の
労
働
は
純
粋
な
信
仰
生
活
を
妨
げ
な
い
。

ルタ
：
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

生活
の
糧
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
イ
エ
ス
の
場
合
で
も
許
さ
れ
て
い
た
　
　
　
の
信
者
は
勿
論
の
こ
と
、
「
修
道
士
も
誠
実
に
人
々
の
用
に
役
立
つ
事
柄

（ヨ

ハネ
＝
一
・
6
、
ル
カ
八
・
1
1
3
）
等
を
挙
げ
、
孤
独
と
禁
欲
と
　
　
　
を
働
く
べ
き
で
あ
る
」
（
。
冨
や
H
ρ
（
ド
ω
）
讐
唱
゜
ω
O
。
。
中
）
「
使
徒
は
善
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

鑛
塞
調
と
す
る
修
道
士
の
生
活
と
労
働
の
調
和
を
強
調
し
勧
め
て
い
　
ざ
を
行
な
・
た
と
い
う
．
」
と
を
知
る
だ
け
で
＋
分
で
あ
る
・
（
凶
葦
と

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
い
、
労
働
を
勧
め
て
い
る
。

　
積
極的
理
由
と
し
て
、
彼
は
労
働
を
勧
め
る
。
む
し
ろ
肉
体
労
働
を
喜
　
　
　
　
そ
れ
で
は
い
か
な
る
わ
ざ
（
職
業
）
を
行
な
う
の
か
。
因
み
に
パ
ウ
ロ

ぶ
べき
で
あ
る
、
と
。
そ
の
結
果
大
き
な
精
神
的
報
酬
が
も
た
ら
さ
れ
る
　
　
　
が
「
天
幕
製
造
を
彼
の
手
仕
事
と
し
、
人
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
わ
ざ
に
あ

（O
ゴ弾
℃
G
Q
°
（
卜
）
，
。
。
。
。
㎝
）
と
い
う
。
パ
ウ
ロ
も
イ
エ
ス
の
言
葉
（
使
徒
行
　
　
　
り
な
さ
い
（
ー
コ
リ
ソ
ト
七
・
2
0
、
2
1
）
と
い
う
こ
と
ば
を
典
拠
に
し
て
、

伝
二
〇
．
茄
）
を
引
用
し
、
使
徒
は
薯
か
ら
衣
食
受
給
権
は
有
す
る
が
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
修
道
士
笑
工
、
建
鎌
肇
、
農
羨
ど
の
わ

「自
ら
の
手
で
働
く
」
こ
と
を
し
ば
し
ば
勧
め
た
。
そ
れ
は
と
く
に
積
極
　
　
　
ざ
を
行
な
っ
て
も
よ
い
（
。
冨
唱
。
H
。
。
。
（
薩
）
も
゜
。
。
α
ε
と
勧
め
た
の
で
あ
る
。

的
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
労
働
は
悪
人
を
善
き
も
の
に
す
る
　
　
　
そ
れ
で
は
い
か
な
る
時
に
い
か
な
る
わ
ざ
を
行
な
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

（ー
エ
ペ
ソ
四
・
2
8
、
ー
コ
リ
四
・
1
2
等
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
修
道
士
は
祈
り
に
、
研
究
に
、
讃
歌
に
、
説
教
に
極
め
て
多
忙
で
あ
る

　
パ
ウ
戸
が
こ
の
よ
う
に
使
徒
と
し
て
報
酬
を
辞
し
て
肉
体
労
働
し
た
理
　
　
　
が
、
長
く
祈
る
こ
と
の
み
考
え
て
は
い
け
な
い
。
働
き
つ
つ
神
を
讃
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

由
は
何
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
き
つ
つ
説
教
す
べ
き
で
あ
る
、
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
勧
め
る
。

　
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
最
高
規
範
は
、
神
の
栄
光
の
た
め
、
　
　
　
彼
の
こ
の
思
想
は
、
新
約
外
典
の
『
十
二
使
徒
の
教
訓
』
（
↓
0
9
。
三
口
σ
q

誰
に
も
踵
き
を
与
え
ず
、
如
何
に
救
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
o
h
9
。
↓
≦
巴
く
。
諺
宕
゜
・
齢
一
①
ω
）
の
「
…
そ
の
者
が
あ
な
た
方
の
間
で
定
住

　
パ
ウ
ロ
は
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
に
導
か
れ
て
、
神
の
栄
光
の
た
め
（
ー
コ
　
　
　
す
る
こ
と
を
欲
し
、
か
つ
そ
の
人
に
職
業
が
あ
れ
ば
自
ら
の
食
の
た
め
に

リ
ソ
ト
一
〇
・
3
1
）
、
誰
に
も
蹟
き
を
与
え
ま
い
と
（
ー
テ
サ
ロ
ニ
ケ
ニ
・
　
　
　
働
か
せ
な
さ
い
…
」
に
符
合
し
、
旧
約
外
典
の
『
ペ
ソ
シ
ラ
の
智
慧
』

9
）
、
人
々
に
無
報
酬
で
福
音
を
宣
教
し
、
救
い
に
導
く
た
め
、
日
夜
奴
　
　
　
（
目
冨
≦
凶
゜
・
侮
o
日
o
臨
切
⑦
ロ
ω
マ
堕
践
”
国
8
8
ω
凶
器
ユ
。
岳
）
（
三
八
・
3
4
）
「
…

隷
の
如
く
働
い
た
（
雲
リ
ソ
ト
九
．
B
、
P
）
と
㌢
。
　
　
　
彼
ら
は
．
」
の
世
の
創
造
（
の
秩
序
）
羅
露
る
者
で
あ
り
」
と
い
。
た

　
そ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
　
「
静
か
に
働
い
て
自
分
で
得
た
パ
ン
　
　
　
こ
と
ば
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

を食
べ
る
よ
う
に
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
命
じ
、
ま
た
勧
め
る
」
　
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
労
働
を
否
定
す
る
修
道
士
（
聖
職
者
）
に
対
し
、

（皿
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
1
2
）
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
こ
と
ば
を
引
用
し
、
　
一
般
　
　
　
労
働
を
称
揚
し
、
勧
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
パ
ウ



ロ
も
「
労
働
嫌
悪
は
盗
み
で
あ
る
」
（
皿
テ
サ
ロ
ニ
ケ
三
・
1
0
）
と
す
ら
　
　
　
埋
込
み
、
内
在
化
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

考え
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
的
ア
ガ
ペ
ー
を
新
プ
　
　
と
は
い
っ
て
も
、
彼
が
聖
職
を
卑
し
め
、
世
俗
的
職
業
を
是
認
し
、
そ

ラ
ト
ソ
的
エ
ロ
…
ス
と
結
合
さ
せ
た
独
自
の
愛
（
カ
リ
タ
ス
）
の
概
念
か
　
　
　
の
活
動
を
勧
め
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
と
い
う
の
は
彼
が
聖
職
者
の
教

ら
展
開
さ
れ
た
労
働
観
が
、
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
に
、
ル
タ
ー
に
、
カ
ル
ヴ
　
　
会
の
職
務
を
一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
の
普
遍
祭
司
性
の
上
に
置
い
て
い
る
こ

・

ン

に
影
響
を童
た
で
あ
ろ
皇
と
は
想
墜
難
く
な
い
。
　
　
　
と
か
ら
も
理
解
し
麺
・

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
聖
職
者
の
生
き
方
を
鋭
く
考
察
し
、
労
働
を
勧
　
　
　
　
こ
の
意
味
で
ル
タ
ー
の
．
．
＜
o
＄
け
凶
o
”
”
概
念
に
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
職
分

め
た
の

であ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
思
想
的
に
は
時
代
的
制
約
等
に
よ
っ
　
　
　
観
が
残
存
し
て
お
り
、
神
の
召
命
は
そ
の
場
所
、
そ
の
地
位
（
状
態
）
そ

て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
線
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
　
　
　
の
身
分
の
中
に
あ
る
と
い
う
考
え
が
み
ら
れ
る
。

い
だ
ろう
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
いと
思
う
。

　六
、
結
　
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
ル
タ
ー
の
召
命
（
職
業
）
観
を
修
正
す
る
形
で
現
わ
れ
た

　
最後
に
ル
タ
ー
の
召
命
（
職
業
）
観
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
　
　
　
ヵ
ル
ヴ
ァ
ソ
の
職
業
観
の
特
質
に
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
の
職
業
観
は
神
観
に
由
来
し
、
神
へ
の
深
き
信
頼
と
服
従

　
ルタ
ー
は
．
、
く
0
8
二
〇
、
．
概
念
を
、
聖
書
を
根
拠
と
し
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
　
　
　
に
基
い
て
い
る
。
神
の
人
間
に
対
す
る
働
き
は
恩
寵
（
予
定
）
と
選
び
で

的
職
分
（
職
業
）
観
と
ド
イ
ッ
神
秘
主
義
の
影
響
の
も
と
で
召
命
的
、
職
　
　
　
あ
る
。
恩
寵
は
特
殊
（
第
二
）
恩
寵
と
一
般
（
第
一
）
恩
寵
と
に
分
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

分的
、
信
仰
的
（
福
音
的
）
職
業
観
と
名
づ
け
得
る
よ
う
な
思
想
を
導
き
　
　
　
れ
る
。
特
殊
恩
寵
に
よ
る
聖
職
を
特
殊
召
命
（
皿
以
・
8
、
皿
2
4
・
1
）

出
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
い
、
一
般
恩
寵
に
よ
る
職
業
を
普
遍
的
（
外
的
）
召
命
と
い
う
。
従

　
ル
タ
ー
の
思
想
の
特
徴
は
神
の
召
命
（
選
び
）
は
聖
職
者
（
特
殊
召
　
　
　
っ
て
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
の
職
業
観
は
二
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

命
）
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
キ
リ
ス
ト
者
、
す
な
わ
ち
世
俗
的
職
業
に
携
　
　
　
後
者
は
一
般
恩
寵
に
基
い
て
す
べ
て
の
職
業
を
是
認
す
る
。
こ
の
意
味
で

わる
者
に
も
与
え
ら
れ
る
と
確
信
し
、
解
釈
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
　
　
　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
ル
タ
ー
の
　
．
．
く
8
舞
団
o
、
．
概
念
の
解
釈
に
示
さ
れ
た
世
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

従
来
聖
職
者
の
み
に
妥
当
し
た
、
、
切
。
旨
h
ロ
昌
σ
q
．
．
概
念
は
、
ル
タ
ー
の
場
合
　
　
　
的
職
業
の
是
認
を
継
承
し
た
と
い
え
る
。

「

信仰
の
み
」
と
い
う
独
自
の
解
釈
に
よ
っ
て
．
．
切
霞
無
、
、
概
念
の
申
に
　
　
　
　
け
れ
ど
も
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
特
徴
は
特
殊
恩
寵
に
基
い
て
と
く
に
神
に
選

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



一〇
六

ば
れし
者
、
す
な
わ
ち
神
の
意
志
に
応
答
し
た
者
に
特
殊
召
命
を
与
え
る
　
　
　
　
ル
タ
ー
の
場
合
、
．
イ
0
8
瓜
o
”
、
概
念
に
形
を
与
え
、
魂
を
吹
込
み
、
　
一

も
の
と
考
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
選
び
と
召
命
と
は
互
に
関
係
が
深
く
招
　
　
　
般
的
使
用
に
も
た
ら
す
方
向
づ
け
を
与
え
た
と
い
い
う
る
か
も
し
れ
な
い

か
れ
た者
が
必
ず
し
も
選
ば
れ
た
者
と
は
い
え
な
い
（
マ
タ
イ
ニ
ニ
・
1
4
）
　
　
　
が
、
も
つ
と
明
確
な
像
を
う
る
た
め
に
は
、
　
．
、
b
d
。
巨
h
§
σ
q
と
切
。
旨
h
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

と
い
っ
た
こ
と
と
相
即
す
る
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
く
o
＄
け
δ
と
団
巳
冨
江
o
、
、
と
い
っ
た
各
論
的
研
究
も
そ
の
解
決
の
糸
口
に

　
そ

れ
で
は
ル
タ
ー
と
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
の
決
定
的
相
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
　
　
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　
ルタ
ー
は
「
信
仰
の
み
」
か
ら
神
へ
の
信
仰
と
服
従
に
お
い
て
応
答
さ
　
　
　
　
（
こ
の
原
稿
は
沢
崎
堅
造
先
生
の
『
キ
リ
ス
ト
教
経
済
思
想
史
研
究
』

れう
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
も
神
へ
の
深
き
信
頼
　
　
　
に
多
く
の
示
竣
を
受
け
、
第
四
十
二
回
日
本
宗
教
学
会
（
一
九
入
三
庫
）

と
服
従
に
基
づ
く
こ
と
、
と
く
に
愛
の
働
き
と
し
て
憐
み
顧
み
給
う
恩
寵
　
　
　
で
「
ル
タ
ー
の
．
．
切
⑦
醤
h
、
”
に
関
す
る
一
考
察
」
と
し
て
研
究
発
表
し
た

を
そ
の
根
底
と
す
る
予
定
を
強
調
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
を
今
回
大
幅
に
加
筆
を
施
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
）

　
ルタ
ー
の
場
合
「
善
き
人
間
が
善
き
わ
ざ
を
つ
く
る
」
と
い
う
主
張
か

ら
信
仰
か
ら
わ
ざ
へ
と
い
う
図
式
を
描
き
、
信
仰
が
強
調
さ
れ
る
が
、
力
　
　
　
　
註

ル
ヴ
ァ

ソ

の

場合
「
神
へ
の
服
従
こ
そ
真
の
自
由
」
奮
賃
く
貯
。
U
。
P
＜
。
話
　
　
　
（
1
）
　
国
゜
↓
臣
。
が
切
。
吋
鼻
ω
゜
き
①
h
凶
員
国
く
碧
α
q
。
嵩
ω
。
げ
①
ω
田
器
げ
①
㌣

ま
o
詳
器
帽
）
と
い
う
主
張
か
ら
、
わ
ざ
か
ら
信
仰
へ
の
図
式
を
描
き
、
行
　
　
♂
臨
ぎ
ロ
O
α
岳
ロ
σ
q
。
p
H
8
①
℃
H
霧
H
・

為
が強
調
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
こ
の
世
、
人
　
　
　
（
2
）
　
冨
舞
妻
。
げ
①
が
◎
。
・
U
ロ
身
霞
。
。
ぎ
匿
。
讐
凶
8
・
諺
珪
α
q
帥
げ
。
匹
。
肘

間
を
動
か
し
、
方
向
づ
け
る
の
は
神
の
絶
対
的
意
志
と
神
の
決
断
の
み
で
　
　
　
　
d
馨
霞
ω
口
。
ゲ
ロ
ロ
σ
q
°
U
ぎ
鴇
o
け
o
ω
冨
耳
凶
ω
。
ゲ
Φ
団
ま
節
虞
昌
山
山
o
H
O
o
団
゜
・
再

あ
る
。
人
間
の
取
る
べ
き
態
度
は
ひ
た
す
ら
神
の
意
志
に
服
従
す
る
こ
と
　
　
　
　
畠
①
ω
国
巷
凶
冨
房
日
償
゜
・
°
ぎ
”
O
。
呂
ヨ
目
。
犀
。
諺
口
捷
鐸
器
N
霞
閃
。
一
凶
α
q
団
o
窃
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艇
）

によ
っ
て
の
み
真
の
自
由
に
達
し
う
る
、
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
o
臥
〇
一
〇
α
q
一
ρ
剖
ω
゜
①
。
。
°
（
以
下
ζ
゜
芝
o
げ
¢
肖
と
略
記
）
（
マ
ッ
ク
ス
ウ

　ま
た
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
は
富
の
所
有
に
つ
い
て
も
、
あ
る
限
度
内
で
是
認
し
　
　
　
　
エ
：
バ
ー
、
梶
山
力
、
大
塚
久
雄
訳
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
倫

た
。
従
っ
て
富
の
た
め
に
禁
欲
的
に
労
働
す
る
積
極
的
態
度
が
で
て
く
る
。
　
　
　
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
〇
年
、
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

カ
ル
ヴ
ァ
ソ
の
神
の
選
び
に
対
し
て
は
、
人
間
か
ら
の
応
答
の
み
と
い
う
　
　
　
（
3
）
　
沢
崎
堅
造
、
四
四
頁
（
ー
ル
ー
テ
ル
研
究
）
　
『
キ
リ
ス
ト
教
経
済

強
調
から
、
ル
タ
ー
に
は
存
在
し
な
い
、
応
答
の
確
認
と
い
う
こ
と
が
生
　
　
　
　
思
想
史
研
究
』
未
来
社
、
一
九
六
五
年
（
以
下
沢
崎
と
略
記
）
。

じ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
団
ぼ
典



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

（5
）
筐
鎚
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
U
即
⑦
b
d
凶
げ
巴
日
搾
〉
℃
。
ξ
嵩
冨
昌
”
2
皆
ず
α
Φ
N
d
ぴ
。
困
器
言
き
σ
q

（
6
）
国
゜
り
き
b
・
昌
｛
°
ω
゜
μ
ミ
①
”
同
昌
”
カ
゜
ρ
ρ
。
。
°
〉
曲
・
σ
q
ρ
日
臣
凶
ロ
ー
　
　
蜜
窪
ニ
ロ
い
爵
曾
ω
b
葺
淳
σ
q
程
♂
H
O
δ
＼
ト

　
σ
q
o
ロ
H
㊤
α
“
（
以
下
国
゜
い
暫
ロ
と
略
記
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
出
幽
蜜
o
ロ
α
q
Φ
＜
o
畠
鵠
P
＜
o
。
9
H
°
↓
o
臨
い
讐
o
冒
凶
8
ゲ
U
o
ロ
富
o
買

（7
）
凶
ぼ
仙
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ζ
窪
σ
q
？
O
痒
ゲ
ぎ
σ
q
”
い
き
α
q
9
°
。
。
冨
§
（
b
d
。
同
ぎ
゜
冨
ぎ
島
§

（8
）
　
沢
崎
四
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
貯
凶
o
ゲ
）
H
ρ
跨
島
σ
q
’
ド
リ
零
゜

（9
）
圃
臣
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
頃
ヒ
⑦
詣
・
M
藷
ミ
ユ
↓
°
F
O
膏
景
ω
゜
ギ
U
°
三
聾
冒
“
冨
゜
昌
－

（
1
0
）
　
沢
崎
四
五
頁
以
下
、
七
三
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
q
°
°
O
痒
窪
ぎ
σ
q
》
い
碧
σ
q
⑦
肖
ω
゜
ず
o
凶
島
（
ω
⑦
H
財
ロ
”
］
≦
ロ
ロ
魯
o
P
N
口
臨
゜
ず
）

（1
1
）
　
ζ
・
閤
o
ぴ
o
同
・
O
卜
菊
・
ω
』
貯
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
゜
諺
ロ
ω
α
q
”
H
8
㎝
゜

（1
2
）
　
沢
崎
七
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
図
。
国
o
F
ω
』
H
Q
。
°
沢
崎
四
八
頁
以
下
。

（1
3
）
　
子
凶
山
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
蜜
。
零
o
び
o
が
ρ
〉
°
図
゜
9
胡
2
ω
゜
言
鋤
同
二
p
ピ
昌
ぽ
話
H
b
。
切
畠
。

（1
4
）
　
沢
崎
四
六
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∪
器
巴
o
げ
①
鼻
o
国
餌
℃
謬
巴
ψ
窓
己
躍
N
ロ
鎚
゜
昌
O
自
団
口
臣
o
諺
9
°
島
゜

（1
5
）
　
金
子
晴
勇
＝
一
四
頁
以
下
、
＝
一
八
頁
以
下
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
　
　
　
　
σ
q
巴
゜
σ
Q
ρ
H
α
b
°
G
°
層

史
入
門
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
三
年
（
以
下
金
子
と
略
記
）
。
　
　
（
2
7
）
　
竃
゜
≦
o
げ
o
ひ
ρ
〉
菊
゜
ω
゜
O
㎝
P
沢
崎
五
三
頁
。

（
1
6
）
囚
9
H
一
缶
。
F
ω
』
8
・
㊤
・
∪
凶
。
O
。
ω
。
ぼ
。
犀
Φ
山
。
。
励
零
。
同
齢
。
。
切
。
ほ
信
典
　
　
（
2
8
）
U
団
゜
国
げ
9
（
諺
唱
゜
置
旨
冨
ロ
）
’
ω
ε
雰
o
q
霞
貯
H
O
ω
9

　目
．
∪
。
吋
毒
①
。
，
蝕
。
P
ぎ
”
O
。
。
。
餌
日
ヨ
。
＃
。
諺
口
蹄
鐸
N
o
N
ロ
同
囚
凶
目
。
げ
。
昌
，
　
　
　
（
2
9
）
　
聖
公
会
訳
（
村
岡
崇
光
訳
「
ベ
ソ
シ
ラ
の
智
恵
」
、
『
聖
書
外
典
偽

α
q窃
。
ぽ
。
窪
o
（
以
下
国
・
国
o
＝
と
略
記
）
沢
崎
四
六
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
典
』
2
旧
約
外
典
、
教
文
館
、
一
九
七
七
年
）
で
は
「
自
分
の
天
職
を

（1
7
）
　
金
子
一
二
八
頁
以
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
き
、
こ
れ
に
い
そ
し
み
労
働
し
つ
つ
老
年
を
迎
え
よ
」
（
＝
・
2
0
）
、

（1
8
）
　
蜜
・
芝
①
げ
①
ひ
○
・
諺
・
国
・
ω
・
8
⇔
・
沢
崎
四
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
罪
人
の
仕
事
を
見
て
語
る
な
、
主
を
信
頼
し
て
自
己
の
職
務
に
徹
せ

（1
9
）
　
罎
゜
白
o
げ
①
び
O
°
跨
゜
幻
゜
ω
』
討
゜
沢
崎
四
八
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
」
（
一
一
・
2
1
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
。

（20
）
　
ζ
’
≦
o
げ
o
が
ρ
〉
菊
」
甑
P
沢
崎
、
四
入
頁
、
五
二
頁
。
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
ω
Φ
喝
嘗
9
α
q
冒
欝
”
G
o
旨
洋
σ
q
霞
叶
゜
H
㊤
ω
伊
H
O
『
ド

（
2
1
）
　
切
一
げ
＝
m
ω
鋤
O
婦
斜
く
鐸
㎡
P
け
㊤
ω
け
ロ
簿
α
q
m
詳
’
H
㊤
㊦
P
H
Φ
刈
9
U
凶
O
切
凶
げ
O
ポ
　
　
　
（
3
1
）
　
↓
げ
Φ
乞
O
零
国
ロ
α
q
謝
ω
げ
切
ひ
一
ρ
↓
匡
O
諺
娼
O
O
㎏
団
℃
ゲ
鉾
］
°
㊤
『
ρ

竃
゜
ピ
ロ
け
ず
O
巴
ロ
・
り
ω
P
β
簿
α
q
9
ユ
H
O
b
o
ど
H
ゆ
ω
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
U
o
o
喝
o
同
”
B
O
ロ
9
0
ず
O
困
二
旨
旺
什
げ
o
≦
o
同
犀
o
頃
自
6
ロ
犀
ω
゜
凶
昌
“

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



一〇
八

ω
巴導
跨
ロ
σ
q
島
ユ
話
（
＜
〇
一
口
目
P
O
ド
幽
）
↓
器
象
凶
ω
8
く
母
凶
2
°
。
ω
ロ
げ
U
o
o
窮

6蜀冨
一
鉾
巴
ξ
ψ
剛
ω
8
同
言
m
同
団
ω
鴛
聾
竃
巳
山
o
≦
g
団
幻
φ
竃
゜
蜀
洋

∪
°
沢
崎
二
三
一
頁
（
y
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
研
究
）
。

（3
3
）
　
ま
一
典
二
三
二
頁
以
下
。

（3
4
）
　
ま
団
鼻
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
人
類
の
知
的
遣
産
）
二
九
四
頁
以
下
、

　宮
谷
宜
史
、
講
談
社
、
　
一
九
八
一
年
。

（
3
5
）
　
ま
即
山
・
二
三
三
頁
以
下
。

（3
6
）
　
幽
甑
F
二
三
四
頁
以
下
。

（3
7
）
　
子
圃
F
二
三
五
頁
。

（
3
8
）
　
凶
ぴ
達
゜

（3
9
）
　
即
寓
9
二
三
九
頁
以
下
。

（40
）
　
≦
諺
゜
9
㎝
①
①
（
H
鵠
O
）
U
o
8
讐
一
露
貯
讐
o
切
帥
げ
覧
8
一
＄
0
8
一
〇
°
・
一
器

　
や
婦
餌
o
言
象
ロ
ヨ
゜
（
い
゜
℃
ぎ
o
ヨ
麟
゜
二
六
六
頁
『
ル
タ
ー
神
学
概
払
㎜
』
（
石

居
正
己訳
）
聖
交
社
、
一
九
六
八
年
）
。

（
4
1
）
　
9
0
9
。
τ
ぎ
H
昌
巴
ε
自
o
O
訂
凶
ω
鼠
碧
器
図
巴
凶
α
q
凶
〇
三
゜
・
”
国
b
。
恥
。
。

　
目
b
。
冷
H
°
（
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
皿
／
2
二
五
〇
頁
、
二
三
九
頁
、
渡

辺
信
夫訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）
。

（4
2
）
　
沢
崎
一
五
二
頁
（
皿
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
研
究
）
。

（
4
3
）
　
μ
げ
置
．

（4
4
）
　
宗
教
改
草
と
近
代
社
会
、
四
訂
版
、
七
一
頁
以
下
（
三
、
ジ
ョ
ン
・

　
カ
ル
ヴ
ィ
ソ
）
大
塚
久
雄
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
四
八
年
。


